
 ５月から開始した今年度の解説活動も、９月で終了となりました。 
９月は残念ながら一度も活動できませんでしたが、５月～９月で１３回の解説活動
を行い、２８３名の方に解説を聞いていただくことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆５月５日（火・祝） 
 ～阿寒の山が時期としては珍しいほどきれいに見えて、 
  お客さん喜んでくれました。 
◆６月２３日（火） 
 ～素晴らしい湿原と話す方が多かったです。 
◆７月２５日（土） 
 ～中国人と思われる６人連れにオリジナル折り鶴を 
  プレゼントすると子供達喜んでいました。 
◆８月７日（金） 
 ～タンチョウも２羽いて、喜ぶお客さんが花を添えてくれました。 
◆８月１１日（火） 
 ～夏休みで子供さんが多く、神奈川など遠方からの方が多かったです。 
 
 
 
 
 
 
 

平成２７年度の解説活動が終了しました 

◆８／１１の解説活動の様子◆ 

 実施報告シートより 

今年度は、解説員さんの人数が減ってしまいましたが、活動回数は昨年より多く、 
たくさんの方に解説を聞いていただくことができました。 
                               解説員の皆さん、大変おつかれさまでした。 
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くしろ自然再生解説員 聴聞者数推移グラフ（過去3年間） 

H25年度 
H26年度 
H27年度 

解説回数 
25年度：6回 
26年度：11回 
27年度：13回 



国土交通省 
 
北海道開発局 

釧路開発建設部治水課 
〒085-8551 釧路市幸町10丁目3番地 
℡ 0154-24-7250 治水課代表 
 

あしたを創る 北の知恵 

 平成２７年度の解説活動については、９月で終了となりました。 
 今後は、来年1月に懇談会を開催し、平成２８年度の活動計画等について話し合
う予定です。  
 釧路開発建設部治水課では、釧路湿原の魅力や釧路湿原自然再生事業の取組につ
いて発信している「くしろ自然再生解説員」の活動を今後も支援していきます。 

 今後の活動について 

くしろ自然再生解説員 
【ホームページアドレス】 

http://www.ks.hkd.mlit.go.jp/
kasen/nframes/21.html 

 

 
 
 
 
 
  
 

パネルを修正しました 

 日本のラムサール条約登録湿地が平成２７年５月に新たに４箇所登録され、 
５０箇所になりました。北海道については変更ありませんが、パネルを下記 
のとおり変更しました。 
 
                         
 
                         
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

◆平成27年5月登録◆ 
 

○涸沼（ひぬま）：茨城県 
○芳ヶ平湿地群（よしがだいらしっちぐん）：群馬県 
○東よか干潟（ひがしよかひがた）：佐賀県 
○肥前鹿島干潟（ひぜんかしまひがた）：佐賀県 


